



















ことにより、京や宇治を経ることなく、河内から大和、さらには東国方面へ赴くこともできる。また伏見 ・ 小栗栖 ・勧修寺・山科などを経て、近江、北陸方面へ 繋がる。西山地域を経ることによって、丹波・丹後方面へ行くことも可能である。播磨大路、津門の中道などの陸路や、淀川 どの舟運 よって、西国方面に、さらに難波を経て紀伊などの南海道の諸国にも通じる。　
水無瀬は、このように四通八達の地である。また、天王山と男山に挟まれた狭隘部にあり、京と西国との人や物


























第一小学校の西側には、現在も南北幅約十メートル、東西長約百メートルと異常に細長い形状の農地がある。このラインを西に延長すると、昭和三十年代頃まで、標高約六十メートル、比高約四十メートルの小山であった百山という高台に達する。東に延長すると、本御所の跡地である水無瀬神宮の西門に至る。　『明月記』承元元年（一二〇七）正月三十日条に、前太政大臣大炊御門頼実や尊長僧都等が念人となり笠懸を観覧したと記される「小山」は、現在の百山であると推定する。建保五年（一二一七） 小山の麓に新御所が建設される以前は、馬場がこの麓まで伸びていたと考えられる。新御所建設以後 この馬場は 新御所 本御所をつなぐ東西方向のメインストリートとしての機能を高めたことであろう。④馬場殿　水無瀬殿の本御所には第一期、第二期、第三期と馬場殿と呼ばれる建物が存在した。第二期の馬場殿では、笠懸
の観覧などとともに蹴鞠や小弓も行われていた。第一期 建物を継承してい と考えられる第二期の馬場殿 先述したように本御所の外部でそ 西側にあった。　
なお、馬場殿は修法の場としても用いられた。仁和寺には、第三期の建保五年（一二一七）三月に仏眼法 修法




九月二十日条には、 水無瀬殿の建物として 「公卿殿上人宿所長廊」が見える。同じく第二期の建暦三年（一二〇六）十二月二日条には、後鳥羽上皇が長廊西妻を宿所とするので、雑舎を増築してここに渡御したと記す。筆者は水無瀬殿にあった長廊を、 『後鳥羽院宸記』の建保二年（一二〇七）四月二十五 の賀茂社参籠に関する記事などから、本 内部の殿上廊や中門廊ではなく、邸外の独立した長廊状建物であると考えた。　
なお、水無瀬殿には、このような長廊状の
建物が複数存在した可能性もある。 『増鏡』
図 1 　建保 5 年（1217年）の水無瀬殿の馬場殿の推定復元図









実によって造営された。そ 本尊は等身の阿弥陀如来像であり、後鳥羽上皇自ら開眼を行った千体 地蔵菩薩像も並べ安置され いた。この 院 造営 、元久元年十月（一二〇四）に逝去した、後鳥羽上皇の寵妃尾張局の追善のためになされたものである。 『古今著聞集』の説話から、蓮華寿院は 山近くにあり池に面してい と考えられるので、その跡地とし 島本町桜井付近を推定する。⑦新御所（上御所）と南御所（薗殿）　
水無瀬殿本御所が建保四年（一二一六）の大洪水で顚倒流出したため、他所を選び定めて水無瀬殿新御所が造営



















⑨親王の御所　『門葉記』の修法に関する記載から、後鳥羽上皇皇子の六条宮雅成親王の御所が、水無瀬にあったことがわかる。桜井のＪＲ島本駅の西側の山麓には「六条殿」という小字が伝えられている。この小字には、景石状の石が水没していることから、中島 存在が推定され 御所池という池がある さ にその南には岬状の州浜を有する苑池 遺構らし 農地がある。これらは後世の改修で高低差ができているけれども、本来は一つの池であったのではないか。六条宮御所は、 池に面して建てられていたと考えら る⑩近臣の宿所　建仁二年（一二〇二）六月七日の洪水の際、後鳥羽上皇は源通親の宿所である「内府上直廬」に避難している。

















蓮華寿院、雅成親王の御所を配して、広大な広がりを有するものであったと考えられる。水無瀬の地域には、 『後鳥羽天皇御手印御置文』に見える「水無瀬」 、 「井内」という水無瀬殿に直接的に付属する土地だけでなく、後院領である桜井庄があった。水無瀬殿はこのような地域を付随地として、そこに関連諸施設を広く展開していたと考えられる。図二は、この水無瀬殿 中心とする 概括的に示したものである。　
鎌倉時代後期のものではあるが『夫木和歌抄』には「水無瀬湊」が見え、水無瀬 は川湊が存在したと考えられ










するべきであ と考える。こ ような点から言えば、水無瀬殿は、鳥羽、宇治、平泉、福原、鎌倉などと同様に重要な中世都市 い　
水無瀬離宮（水無瀬殿）は、本御所、新御所、南御所などの少なくとも三か所以上の御所や関連施設から成る中
核区域だけでなく、広大な付随地に 山上御所のような苑池や滝を配して眺望を重視した山上御所や、中島の る池に面した上皇の御願寺である蓮華寿院 池泉をとも った源通親の宿所 ある「内府泉」などの近臣の宿所を分散して配置 、それらを水無瀬殿というシステム 統合す ようなものであったと考えられる。　
風景というものは鑑賞者の立つ位置によって大きく異なる。このようなシステムを通じて、御 群内部の庭園に






































豊田裕章「鎌倉時代における離宮および山荘と庭園」 （白幡洋三郎編『 『作庭記』と日本の庭園』所収、思文閣、二〇一四年）豊田裕章「水無瀬殿（水無瀬離宮）の都市史ならびに庭園史的意義」 （奈良文化財研究所学報第九十六冊
　
研究論集十八『中世
庭園の研究─鎌倉・室町時代─』独立行政法人国立文化財機構
　
奈良文化財研究所、二〇一六年）
　
なお、二〇一九年度に刊行される京都大学人文科学研究所の共同研究「東西知識交流と自国化─汎アジア科学文化論」の論集
である『天と地の科学』に、水無瀬離宮の構造に関して本講演以後に検討した問題なども加筆するとともに、そ 選地・設計思想について考察した、拙稿「後鳥羽上皇の （水無瀬殿）の構造とその選地思想について」が掲載予定である。　　　
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